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断的な診療介入で，患者予後は改善する？－当院における菌血症の予後の推移－．第８０回日本感染

症学会西日本地方会学術集会．２０１０，１１，１９‐２０．第８０回日本感染症学会西日本地方会学術集会プ

ログラム・講演抄録，P１４２．

６ ○福岡麻美，曲渕裕樹，永田正喜，永沢善三，青木洋介，長澤浩平：Acinetobacter菌血症の発症背景

および予後に関する臨床的検討．第８０回日本感染症学会西日本地方会学術集会．２０１０，１１，１９‐２０．

第８０回日本感染症学会西日本地方会学術集会プログラム・講演抄録，P１３５．

７ 福富由美子，草場耕二，永沢善三，三原由起子，曲渕裕樹，福岡麻美，青木洋介：医療安全マネジ

メントから見た血液培養検査の現状．日本医療マネジメント学会，第９回佐賀支部学術集会．２０１０，

２，６．日本医療マネジメント学会，９回佐賀支部学術集会抄録集，P２３．

８ 福富由美子，宇木 望，杉町光彦，於保 恵，草場耕二，永沢善三：血液培養提出セット数の現状



と好気・嫌気ボトル併用の意義．第１５回佐賀県医学検査会．２０１０，５，３０．第１５回佐賀県医学検査

会抄録集，P２９．

９ ○伊集院正仁，曲渕裕樹，永田正喜，福岡麻美，草場耕二，青木洋介：背部痛と発熱に両下肢麻痺を

伴い，転移性骨腫瘍との鑑別が困難であった化膿性脊椎炎の１例．第８０回日本感染症学会西日本地

方会学術集会．２０１０，１１，１９‐２０．第８０回日本感染症学会西日本地方会学術集会プログラム・講演

抄録，P１４２．

１０ 石隈まや，岩永麻弥，西村忠隆，田辺一郎，南雲文夫，太田昭一郎，出原賢治：肺拡散能力測定値

算出に用いられるパラメータの変動が結果に与える影響の検討．第２１回日本臨床化学会九州支部総

会・第５５回日本臨床検査医学会九州地方会．２０１０，２，１３．第２１回日本臨床化学会九州支部総会／

第５５回日本臨床検査医学会九州地方会 抄録集，４７．

１１ 上瀧さやか，池田弘典，川崎誠司，南雲文夫，太田昭一郎，出原賢治：AES３２０における血清蛋白

分画診断支援プログラムの性能検討．２０１０，２，１３．第２１回日本臨床化学会九州支部総会／第５５回

日本臨床検査医学会九州地方会 抄録集，２０．

１２ 川崎誠司，田辺一郎，南雲文夫，太田昭一郎，出原賢治：ISO９００１に基づく品質管理システムの構

築と導入効果．日本医療マネジメント学会第９回九州・山口連合大会．２０１０，１１，５‐６．日本医

療マネジメント学会第９回九州・山口連合大会プログラム・抄録集，p１６８．

１３ 川崎誠司，南雲文夫，太田昭一郎，出原賢治：検査システム再構築による検査室運営改善効果．日

本医療マネジメント学会第９回九州・山口連合大会．２０１０，１１，５‐６．日本医療マネジメント学

会第９回九州・山口連合大会プログラム・抄録集，p１９７．

１４ 草場耕二，宇木 望，於保 恵，永沢善三，南雲文夫，太田昭一郎，出原賢治：菌種名不明菌に対

する遺伝子検査の有用性．第２１回日本臨床化学会九州支部総会／第５５回日本臨床検査医学会九州地

方会．２０１０，２，１３．第２１回日本臨床化学九州支部総会／第５５回日本臨床検査医学会九州地方会合

同プログラム，P４１．

１５ 小宮一利，荒金尚子，林真一郎，木村晋也，末岡榮三朗：早期肺癌における予後良好因子としての

c-Myc標的遺伝子Mina５３．第５０回日本肺癌学会九州支部総会．２０１０，７，１０．

１６ ○曲渕裕樹，永田正喜，福岡麻美，永沢善三，青木洋介：Aeromonas hydrophila菌血症を発症した肝

硬変，糖尿病患者の一例．第８０回日本感染症学会西日本地方会学術集会．２０１０，１１，１９‐２０．第８０

回日本感染症学会西日本地方会学術集会プログラム・講演抄録，P１３３．

１７ 中村朝美，荒金尚子，岩永健太郎，小宮一利，安部友範，嬉野紀夫，林真一郎，末岡栄三朗，木村

晋也：肺癌患者血漿 DNAを用いて EGFR変異 T７９０Mの全自動検出系の確立．第５０回日本肺癌学

会九州支部総会．２０１０，７，１０．

１８ 中村光男，次富久之，久米修二，甲斐敬太，山�文朗，戸田修二，徳永 藏：膵 Solid-pseudo papil-

lary tumorの１例．第２６回日本臨床細胞学会佐賀県支部地方会．２０１０，３，６．

１９ 宇木 望，福富由美子，草場耕二，永沢善三，南雲文夫，三原由紀子，曲渕裕樹，福岡麻美，青木

洋介，出原賢治：臨床研修医を対象とした微生物検査室の取り組みとその成果．日本医療マネジメ

ント学会，第９回九州・山口連合大会．２０１０，１１，６．日本医療マネジメント学会，第９回九州・

山口連合大会プログラム・抄録集，P４６ ２．

２０ 山田浩平，田中麻里子，板村英和，浦田千紗子，久富 崇，久保田寧，福島伯泰，末岡榮三朗，木

村晋也：abl遺伝子異変検索が治療選択に有用であった急性転化期慢性骨髄性白血病．第２９０回日本



内科学会九州地方会．２０１０，８，２８．

２１ 山田麻里江，山田尚友，南雲文夫，末岡榮三朗，出原賢治，木村晋也：抗M抗体（IgM+IgG）に

おいて６０分加温間接抗グロブリン試験で陰性を示した１例．日本輸血・細胞治療学会九州支部会

第５７回総会・第７８回例会．２０１０，１２，１１．日本輸血細胞治療学会九州支部会 第５７回総会・第７８回

例会 抄録集，１２頁．

２２ ○柳 優衣，曲渕裕樹，草場耕二，永田正喜，福岡麻美，青木洋介：抗菌薬投与後一旦解熱するも再

度発熱し１１日間解熱しなかった小児 H. influenzae髄膜炎の症例．第８０回日本感染症学会西日本地方

会学術集会．２０１０，１１，１９‐２０．第８０回日本感染症学会西日本地方会学術集会プログラム・講演抄

録，P１４２．

２３ 若山一夫，本田美穂，田辺介富，中里幸恵，南雲文夫，太田昭一郎，出原賢治：Aggressive NK cell

leukemiaの１症例．第２１回日本臨床化学会九州支部総会／第５５回日本臨床検査医学会九州地方会．

２０１０，２，１３．第２１回日本臨床化学会九州支部総会／第５５回日本臨床検査医学会九州地方会 抄録

集，３１．

２４ 杉町光彦，永沢善三，南雲丈夫，太田昭一郎，出原賢治：佐賀大学医学部附属病院検査部における

業務分析方法とその解析．日本医療マネジメント学会，第９回九州・山口連合大会．２０１０，１１，５

‐６．日本医療マネジメント学会第９回九州・山口連合大会プログラム・抄録集，p１９６．

その他の学会

１ 青木洋介：血液内科病棟における疥癬の集団感染事例．平成２２年度感染対策協議会九州沖縄地区ブ

ロック研修会．２０１０，７，１，２．

２ 青木洋介，永田正喜，曲渕裕樹，福岡麻美，三原由起子：MRSA下気道感染症の定量的診断に関

する研究．第１回MRSAフォーラム．２０１０，７，１０．抄録集，p２５．

３ Izuhara K: Pharmacogenetics. IFCC C-CMBC Committee Activity “MOLECULAR DIAGNOSTICS FOR

BEGINNERS”. 2010, 11, 30-12, 5.

４ 福富由美子，宇木 望，杉町光彦，於保 恵，草場耕二，永沢善三：血液培養提出セット数の現状

と好気・嫌気ボトル併用の意義．第１５回佐賀県医学検査会．２０１０，５，３０．

５ 久保田寧，大沢匡毅，木村晋也，西川伸一：造血幹細胞特異的遺伝子の解析．第６回血液学若手研

究者勉強会（通称：麒麟塾）．２０１０，６，５．

６ 浦田千紗子，田中麻里子，横尾眞子，出 勝，久富 崇，福島伯泰，末岡榮三朗，木村晋也：Auto

-PBSCTを施行した悪性リンパ腫に生じる Varicella zoster感染症．久留米日和見感染症研究会．２０１０，

１，２２．



職名 氏 名 補助金（研究助成）等の名称 種 目 研 究 課 題 等 交付金額
（千円）

准教授 青木 洋介 科学研究費補助金 基礎研究 C メチシリン耐性黄色ブドウ球菌による
院内肺炎の診断と抗菌薬治療閾値に関
す研究

５２０

教 授 出原 賢治 科学研究費補助金 基盤研究� アレルギー疾患の病態形成に関与する
新規エフェクター分子の機能解析

１，３００

教 授 出原 賢治 佐賀大学研究シーズ 研究シーズ アトピー性皮膚炎に対する新規治療薬
の開発

１，５００

教 授 出原 賢治 平成２２年度佐賀大学中期計
画実行経費

医学部研究者
育成支援事業
【基礎】

新規メカニズムを基盤とした炎症疾患
に対する創薬の開発

１，５００

教 授
講 師
助 教

木村 晋也
福島 伯泰
久富 崇

科学研究費補助金 基盤研究� 白血病細胞の生存に対する骨関連細胞
の関与

１，１００

教 授 木村 晋也 科学研究費補助金 基盤研究�
（分担）

慢性骨髄性白血病幹細胞と T３１５I変異
クローンの根絶

５００

教 授 木村 晋也 科学研究費補助金 基盤研究�
（分担）

ビジネスフォートを用いた悪性骨軟部 １００

助 教
大学院生
教 授

久保田 寧
横尾 眞子
木村 晋也

平成２２年度佐賀大学中期計
画実行経費

医学部研究者
育成支援事業
【基礎】

低酸素下で慢性骨髄性白血病幹細胞の
維持に必要な分子の特定
（代表：久保田 寧）

９９８

助 教 太田昭一郎 科学研究費補助金 基盤研究� TLR４シグナルを利用した気管支喘息
発症の予防的治療戦略の構築

１，３００

准教授 末岡榮三朗 科学研究費補助金 基盤研究�
（分担）

DNA依存性キナーゼを標的とした癌
治療の構築と効果予測因子の探索

５００

准教授 末岡榮三朗 平成２２年度佐賀大学中期計
画実行経費

医学部研究者
育成支援事業
【臨床】

難治性血液腫瘍に対する DNA依存性
キナーゼを標的とした新規治療法の開
発

７００

職名 氏 名 学術（学会）賞名 受 賞 課 題

助 教 久保田 寧 The １５th European Hematology Asso-

ciation Congress Travel Award for Young

Hematologist

Identification of long-term repopulating hematopoietic stem

cells without negative selection.

研究助成等

学術（学会）賞


